
インターネット公開系システム

非来館サービスの充実

ＮＥＷ デジタルアーカイブシステム

（おおいたデジタル資料室）

・先哲史料館、公文書館と共同運用

・各館の収蔵資料と画像データを検索・閲覧

図書館：所蔵情報299点（画像付き71点）

先哲史料館：所蔵情報7813点（画像付き180点）

公文書館：所蔵情報33727点（画像付き26点）

（2月10日時点）

→【課題】郷土資料の収集・整理とデジタル化の推進

県内関係機関との連携

行政資料のデジタルデータの収集

大分県立図書館の新図書館システムについて
－いつでも・だれでも・どこからでも利用できるサービスを目指して－

新図書館システムへの更新

○富士通株式会社の図書館システムパッケージを

自館カスタマイズ

○運用期間：令和５年２月１日～令和１０年１月３１日

更新の基本方針 ～利用者サービスの充実～

１ ホームページの充実とウェブアクセシビリティの確保

２ デジタルアーカイブの導入

３ 横断検索・県内図書館間相互貸借機能の導入

電子書籍の利用

・資料数：885タイトル

県内図書館支援（大分県図書館情報ネットワーク）

・市町村立図書館・学校から県立図書館の蔵書を貸出申込

・ＮＥＷ 市町村立図書館間の本の貸出依頼をオンライン化

ＮＥＷ 資料利用券の電子化

・スマートフォン版の資料利用券（試行）

横断検索システム

・県立図書館と市町村図書館計17館の蔵書を一度に検索

蔵書検索システム（拡充）

・ホームページ上で県立図書館の蔵書検索

・インターネット上の予約の拡大（在庫予約）

・遠隔地（市町村立図書館）への配送

業務系システム

業務の効率化

蔵書点検端末（職員） 17台

自動貸出機（利用者） 3台

業務端末（職員） 43台

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ端末（利用者） 2台

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ端末（利用者） 6台

検索機（利用者） 17台

新図書館システム

【サービス系業務】

・貸出・返却

・利用者登録

・蔵書検索・予約

・レファレンス（資料相談）

【管理系業務】

・書誌（図書情報）管理

・目録作成

・資料管理

・統計・帳票

→蔵書 123万冊

利用登録者 24万人

個人貸出 50万冊

市町村立図書館・学校貸出 6万冊

（令和3年度実績）

端末・機器

ＮＥＷ ホームページのリニューアル

アクセシビリティの向上
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おおいたデジタル資料室

効果 利用者の利便性向上、貴重なコレクションの利活用促進

【こんなことができます】
・調べたい言葉などから、複数の機関の資料を横断的に検索できます。
⇒ どの施設に、どんな資料があるか 一目でわかります。

・画像の提供により、研究等への利活用促進と原資料の保存を両立できます。
⇒ 県内だけでなく、全国の方に情報提供が可能です。

非来館型サービスの充実にもつながります。

 資料詳細画面

画像閲覧画面 

図書館、先哲史料館、
公文書館以外の機関も
参加できるよう、
分類を準備

紙媒体の発行がなく、
電子媒体でのみ発行される
行政資料も今後収録予定
⇒過去を伝える
資料だけでなく、

「今」を伝える資料も
みられるデータベースに

県立図書館、先哲史料館、公文書館*が収蔵するさまざまな資料の情報やデジタル画像を
インターネットを通じて「いつでも・誰でも・どこからでも」閲覧できるサービスです。

*これまで問い合わせないと分からなかった公文書館の収蔵資料も一部公開、検索が可能に(約33,700件※R5.2.14現在)
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